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がんばろう！がんばろう！がんばろう！
12⽉3⽇にいわき市のいわき明星大学において、「原⼦⼒被害の完全賠償を求める双葉地⽅総決

起大会」が開かれました。葛尾村からは村⻑をはじめ87名が参加し、郡内8町村で約1,400⼈の
大規模な大会となりました。

井⼾川克隆双葉地⽅町村会⻑のあいさつの後、商⼯業関係者、農林業関係者、漁業関係者、⼦
供を持つ親の代表者、⼥性団体関係者から賠償に対する多くの不満と強い要望が述べられ、会場
からはたびたび大きな拍⼿が起きていました。特に、⼦どもを持つ親の代表の⽅から、放射能汚
染に悩む非常につらい実情が発表されると、会場内は共感し⼀体となりました。

「双葉郡の住⺠が健康で⽂化的な⽣活を確保するための完全賠償」を求めた決議⽂を満場⼀致
で採択し、国と東電の代表者に要望書が⼿渡されました。最後に、参加者全員でがんばろう三唱
で気勢を上げ、今後も原⼦⼒災害の完全賠償を強く強く求めていく思いを⼀つにしました。

皆さまからのご意⾒・ご質問・記事・写真等をお待ちしております
(メール) hp@vill.katsurao.lg.jp (電話) 0247-61-2850・0247-61-2860

葛尾村の皆様へ 平成23年12⽉15⽇発⾏
編集･発⾏ 葛尾村総務課企画係



総 務 課・復 興 本 部 よ り 電話 0247-61-2860

第1回復興委員会が開かれました 復興本部

12⽉7⽇、三春町運動公園談話室で、第1回復
興委員会が開かれました。

村⻑から委員全員に委嘱状が交付され、委員⻑
には末吉健司福島大学教授が選任されました。

委員会では「葛尾村復興ビジョン」の案が⽰さ
れ、委員はそれぞれの⽴場で、現在の困窮状況や
将来の葛尾のあるべき姿について、活発な意⾒が
交わされました。

今後数回の委員会を開催し、年内には「葛尾村
復興ビジョン」を策定し、年明けには、村⺠の皆
様にお⽰しできる予定です。

＜葛尾村復興委員会委員＞※敬称略、名簿順
○委員⻑：末吉健治、○副委員⻑：松本壽夫
○委員：内藤⼀男、菅野正⼀、松本英俊、猪狩⼀男、菅野好雄、松本⼀夫、渡辺正孝、

⿑藤ヒメ⼦、松本貞幸、松本敏美、松本信弘、佐藤英⼈、松本雄⼀、佐久間哲次、⾦谷雄⼀、
菅野博、新開⼋重⼦、川島京⼦、大⽵良幸、新開正和、松本信夫、吉⽥義則、篠⽊弘

＜議事内容＞（10時開会）
・村⻑から委員への委嘱状交付
・村⻑あいさつ
・委員⻑あいさつ
・委員の紹介（副本部⻑（総務課⻑））
・副委員⻑選出
・議事

(1)葛尾村復興本部設置要綱について
・葛尾村復興本部設置要綱及び検討調査会について事務局より説明

(2)葛尾村復興計画(案)について
・事務局より復興ビジョン(案)について説明し、委員より意⾒を頂きました。

(3)今後の予定について
・次回の開催は12⽉19⽇(⽉)とする。
・第1回委員会での意⾒に対する検討を事務局で⾏い、復興ビジョンへの反映を⾏う。
・検討調査会の組織、運営⽅法について説明。
・住⺠アンケートの内容について検討。

(12時15分閉会)

除染モデル実証事業における事前モニタリング結果の概要(平成23年11⽉9⽇) 復興本部

11⽉23⽇に役場周辺の約6ヘクタ
ールの範囲において、国による「除
染モデル実証事業」が開始されまし
た（独⽴⾏政法⼈⽇本原⼦⼒研究開
発機構受託、⿅島建設・⽇⽴プラン
トテクノロジー・三井住友建設共同
企業体実施）。11⽉23⽇から12⽉2
⽇には事前のモニタリングが⾏われ、
12⽉4⽇からは除染活動が開始されています。

事前のモニタリングでは、村営住宅、⼩学校、幼稚園、役場、消防署などの屋内外約1,000地
点において、地上1㎝、1ｍの空間線量率および表⾯汚染密度の測定が⾏われました（⼩学校、幼
稚園では50㎝⾼さも測定）。また、幼稚園の園庭、⼩学校のグラウンド、村営住宅の庭、森林で
は、深さ⽅向に土や落ち葉の採取が⾏われ、放射性物質の浸透状況が測定されました。河川⽔お
よび溜池⽔の放射能濃度についても分析が⾏われました。12⽉2⽇には、無⼈ヘリによる空中か
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らの空間線量率の測定が⾏われ
ました。

地上1ｍの空間線量率の測定結
果を図のとおり⽰しましたが、
⼩学校グラウンドや幼稚園の園
庭で2マイクロシーベルト毎時程
度、村営住宅周辺では2 2.5マ
イクロシーベルト毎時程度でし
た。住宅の北の落ち葉のたまっ
た個所や林の中では、部分的に3
 6マイクロシーベルト毎時を⽰
す箇所が確認されました。村営
住宅や役場などの建築物の⾬ど
いの近く（1㎝の距離）では、10
 40マイクロシーベルト毎時を
記録した箇所もありました。

また、深さ⽅向の放射能濃度
の測定結果から、幼稚園の園庭
では、ほぼすべての放射性物質
が敷き詰められた砂利に付着していることがわかりました。⼩学校のグラウンド、住宅の庭にお
いては、放射性物質の多くが1㎝の深さにとどまっており、3㎝程度より深いところではほとんど
存在しないことがわかりました。森林においては、落ち葉とその下の腐葉土に放射性物質のほと
んどが吸着している結果が⽰されました。落葉樹の⽅が落ち葉の放射性物質濃度がやや低くなっ
ているのは、事故当時、葉が出ていなかったためと考えられます。

事前のモニタリング結果に基づいて、12⽉4⽇から森林部の落ち葉、腐葉土除去などの除染が
開始されました。12⽉中旬から下旬には、幼稚園、⼩学校、役場、住宅などで、表土の剥ぎ取り、
温⽔を用いた建物の⾼圧⽔洗浄などの除染が⾏われます。最後に道路の除染が計画されています。

⼀時保管場所である村⺠グラウンドについては、12⽉8⽇から整地が開始されました。遮⽔シ
ートの設置作業などが完了され次第、搬⼊が⾏われます。

除染および⼀時保管場所への搬⼊は12⽉中に終了する計画となっています。
今後も詳細な事業の進⾏状況、除染の効果などについて公表してまいります。

土壌放射線量調査に係る協⼒について 復興本部

復興本部では、宅地線量調査に続き、村内農用地の放射線量を把握し、復興に向けての資料と
するため、12⽉中旬より農用地の放射線量調査を実施します。

今回は調査地点を約100箇所選定し、農用地の空間線量と、土壌の放射性物質含有量の調査を
⾏うこととしております。

つきましては、調査のため、皆さまの農用地等への⽴ち⼊りと土壌サンプル約１ｋｇ程度の採
取について、ご理解とご協⼒をお願いいたします。

なお、今回の調査結果については、個別通知は⾏わず、土壌の放射性物質含有量の分析結果が
でき次第、線量マップを作成し公表する予定です。

平成23年度の村税等の納期限のお知らせ 税務係

本年度の村税の納期限につきましては下記のとおりですので、期限までにお納めください。

【村県⺠税及び固定資産税の納期限】※固定資産税は事業用に供している償却資産のみ

第 2 期 平成23年12⽉26⽇(⽉) ⼝座引落⽇：郵便局12/26(⽉)、農協12/26(⽉)
第 3 期 平成24年 1⽉31⽇(⽕) ⼝座引落⽇：郵便局 1/25(⽔)、農協 1/30(⽉)
第 4 期 平成24年 2⽉29⽇(⽔) ⼝座引落⽇：郵便局 2/27(⽉)、農協 2/28(⽕)

※⼝座引落の⽅は引落前⽇までに⼝座の残⾼をご確認ください。
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住 ⺠ ⽣ 活 課 よ り 電話 0247-61-2850

内部被ばく検査（ホールボディーカウンター）について 健康福祉係

この度福島県は、福島第⼀原⼦⼒発電所の事故に伴う村⺠の皆さまの⻑期にわたる健康管理と
治療に活用することを目的に、ホールボディカウンターによる放射線内部被ばく検査を実施する
ことになりました。

つきましては、希望する⽅は期⽇までに健康福祉係まで申込みくださるようお願いいたします。

内 容 内部被ばく検査（ホールボディーカウンター）
⽇ 時 平成24年１⽉14⽇(土)、1⽉22⽇(⽇)の２⽇間
会 場 ひらた中央医院(平⽥村大字上蓬⽥字清⽔４ 電話 0247-55-3333)
⼈ 数 1⽇あたり100⼈程度で２⽇間で200⼈
持 参 物 内部被ばく検査同意書、問診票（予約した⽅に後⽇送付します）
費 用 18歳以下は無料、19歳以上は1⼈6,000円です（※検査⽇の年齢）
申 込 み 1⽉10⽇(⽕)までに役場まで申込みください。折り返し必要書類をお送りします。

(1)会場までの交通⼿段は各自でお願いいたします。
そ の 他 (2)⼀度検査された⽅は対象外となります。

(3)検査費用及び移動費用は東電の損害賠償請求の対象です。

いきいき健康講座のご案内 健康福祉係

葛尾村からの避難している⽅を対象とした、健康講座を開催します。
この講座は、福島県⽴医科大学とNPOほうらいによる共同事業で、⽣活習慣病についての講演

になります。

開催⽇時 平成23年12⽉19⽇（⽉） 午前10時 午後12時
開催場所 狐⽥⽀え合いセンター
講 師 福島県⽴医科大学 渡辺 毅 教授
演 題 『新たな国⺠病 慢性腎臓病(CKD)とは？』
対 象 者 葛尾村から避難している⽅(30名程度)

◎⾼血圧や糖尿病の⽅は、ぜひご参加ください。
※当⽇は個別にご相談をお受けいたします。

地 域 振 興 課 よ り 電話 0247-61-2850

野⽣⿃獣(ｲﾉｼｼ、ｷｼﾞ、ﾔﾏﾄﾞﾘ等)の⾁の摂取及び出荷制限等について 地域づくり推進係

県内で捕獲された野⽣⿃獣の体内放射性核種の濃度測定が⾏われました。
調査結果では、⾷⾁の放射性物質に関する暫定規制値（放射性セシウムの場合１キログラム当

たり500ベクレル）を越えている個体がありました。このため葛尾村において捕獲された野⽣⿃
獣の⾁について当分の間、摂取（自家消費）及び出荷を控えてください。

村内の農作物線量調査の結果について 地域づくり推進係

村では、福島県と共同で村内で採取された牧草や⽶の検査を⾏いました。
その結果を、次ページ「村内の牧草及び実証圃⽞⽶モニタリング結果」でお知らせいたします

ので、不明な点は地域づくり推進係までお問い合わせください。

葛尾村臨時広報「ひろがる和」No.15̲H231215- 3 -



（10）広谷地地区（西宅前）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ：157Bq/kg
放射性セシウム137 ：197Bq/kg
放射性セシウム合計：354Bq/kg

（１）落合地区（佐久間秋由宅裏）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ： 81Bq/kg
放射性セシウム137 ： 81Bq/kg
放射性セシウム合計：162Bq/kg

（３）大放地区（松本英正宅牧草地）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ：206Bq/kg
放射性セシウム137 ：256Bq/kg
放射性セシウム合計：462Bq/kg

（２）夏湯地区（長久保サト子宅前）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ：150Bq/kg
放射性セシウム137 ：206Bq/kg
放射性セシウム合計：356Bq/kg

（５）岩角地区（松本昭三郎宅前）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ：18Bq/kg
放射性セシウム137 ：21Bq/kg
放射性セシウム合計：39Bq/kg

（４）大笹地区（荻島宅前）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ： 72Bq/kg
放射性セシウム137 ： 94Bq/kg
放射性セシウム合計：166Bq/kg

（11）野行地区（地蔵沢草地）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ：20100Bq/kg
放射性セシウム137 ：25420Bq/kg
放射性セシウム合計：45520Bq/kg

（８）上野川地区（仲島草地）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ： 584Bq/kg
放射性セシウム137 ： 738Bq/kg
放射性セシウム合計：1322Bq/kg

（９）野川地区（松本敏美宅裏）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ：213Bq/kg
放射性セシウム137 ：266Bq/kg
放射性セシウム合計：479Bq/kg

（７）下葛尾地区（湯口草地）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ：2693Bq/kg
放射性セシウム137 ：3283Bq/kg
放射性セシウム合計：5976Bq/kg

（６）上葛尾地区（上葛尾牧野組合）
放射性ヨウ素131　 ：検出限界以下Bq/kg
放射性セシウム134 ：228Bq/kg
放射性セシウム137 ：332Bq/kg
放射性セシウム合計：560Bq/kg

水田実証圃(放射性ｾｼｳﾑ）
玄米　   13Bq/Kg
土壌　5,199Bq/Kg

水田実証圃(放射性ｾｼｳﾑ）
玄米　  101Bq/Kg
土壌　4,576Bq/Kg

,

,
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教 育 委 員 会 ・ 公 ⺠ 館 よ り 電話 0247-61-2860

平成24年度、⼊園児募集！ 教育委員会

平成24年度の幼稚園⼊園児を次のとおり募集します。

▼⼊園資格
葛尾村に住所がある平成24年4⽉2⽇現在で3歳から5歳までの幼児

▼⼊園の⼿続
平成24年1⽉10⽇(⽕)まで教育委員会備え付申請書に所定の事項
を記⼊してください。

寿学級・・・⼆本松を⾒学 公⺠館

公⺠館の寿学級では11⽉1
1⽇に、移動学習が⾏われ⼆
本松の霞が城公園や大隣寺、
智恵⼦記念館を⾒学してき
ました。

あいにく⾬に⾒舞われて
しまいましたが、現地のボ
ランティアガイドのわかり
やすい案内により、参加者
は⼆本松市の歴史に触れな
がら、楽しいひとときを過
ごしました。

わんぱく教室・・・どうぶつとのふれあい 公⺠館

公⺠館のわんぱく教室では11⽉19⽇に、移動体験学習
として、那須どうぶつ王国と那須ステンドグラス美術館
に⾏ってきました。

どうぶつ王国では、いろんな動物にふれあったり、王
国イベント館において動物たちが熱演する「アニマルオ
ンステージ」を⾒学しました。

またステンドグラス美術館では、当⽇⾏われていた教
会での結婚式を⾒学したりパイプオルガンの演奏を聴い
たりして、充実した⼀⽇を過ごしてきました。

チャリティ・クリスマスinほうらい 公⺠館

12⽉10⽇、福島市蓬莱町から葛尾村と⼭⽊屋太⿎の
⼦どもたちがクリスマス会に招待を受け、本村からは幼
稚園児と⼩学⽣あわせて11名が参加しました。蓬莱地
区の幼稚園児や⼩学⽣が大勢集まる中、サンタクロース
が⼊場すると会場から歓声が沸き⼀気にクリスマスムー
ドに包まれました。⼭⽊屋太⿎の演奏に続き、本村の⼦
どもたちは「あわてんぼうのサンタクロース」を歌った
り、「まるもり体操」を披露してきました。最後にプレ
ゼントをいただき、⼦どもたちは⼀⾜早いクリスマスを
過ごしました。
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社会福祉協議会・包括⽀援センター よ り 電話 0247-62-8687

受賞おめでとうございます 社会福祉協議会

神谷謙作さん(大笹・写真左)は、永年に渡り地域の
⾼齢者の健康づくりの推進と組織の強化にご尽⼒され
た功労者として、11⽉22⽇に郡⼭ユラックスにおい
て開催された福島県⽼⼈クラブ連合会設⽴50周年記念
第28回福島県⾼齢者福祉大会の席上にて、福島県⽼⼈
クラブ連合会会⻑表彰を受けました。

大⼭常男さん(野⾏・写真右)は、多年における社会
福祉の増進にご尽⼒された⺠⽣児童委員として、11⽉
17⽇にいわき芸術⽂化交流館アリオスにおいて開催さ

れた第65回福島県社会福祉大会の席上にて、福島県知事より感謝状が贈られました。
おめでとうございます。今後のますますのご活躍をお祈りいたします。

グラウンドゴルフ大会が開催されました 葛尾村⽼⼈クラブ連合会

11⽉28⽇に三春町柴原多目的運動公園内において、村⽼
⼈クラブ連合会主催で第63回目となるグラウンドゴルフ大
会が開催されました。45名の参加のもと盛大に開催された
大会の結果は、優勝が松本明儀さん(スコア40)、準優勝が
岩間政⾦さん(スコア44)、第3位が吉⽥勝⼀さん(スコア44)
でした。また、ホールインワン賞8名、お楽しみ賞(80歳以
上の参加者)12名で、みなさん健闘されました。

親睦旅⾏を⾏いました 葛尾村⽼⼈クラブ連合会

12⽉7、８⽇⽼⼈クラブ連合会会員47名の参加で、震災後初となる親睦旅⾏を猪苗代町中の沢
温泉「磐梯⾼原リゾートインぼなり」にて開催いたしました。

⽇頃の仮設住宅⽣活でたまったストレスの解消と会員相互の親睦を深め、再開を期しました。
神谷謙作⽼⼈クラブ連合会会⻑、新開正和村社会福祉協議会事務局⻑の挨拶のあと、松本芳美

前連合会会⻑の乾杯で宴に⼊ると、カラオケや昔話に花が咲きました。
最後は全員で「北国の春」を歌い、葛尾村への思いを深めました。
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カラオケ部からのお知らせ 葛尾村⽼⼈クラブ連合会

カラオケ部が12⽉10⽇から活動を再開しました。
今後は毎週土曜⽇午前9時から午後3時に、練習会を開

催しますので⽼⼈クラブ会員の⽅、非会員の⽅を問わず
ふるってご参加ください。
○12⽉の⽇程 17⽇(土）、24⽇(土）
○ 1⽉の⽇程 14⽇(土）、21⽇(土）、28⽇(土）
場 所：葛尾村サポートセンターみどり荘(中郷団地)
問合せ：葛尾村社協 川島 0247-62-8687 まで

お 知 ら せ 電話 0247-61-2860

あたたかい気持ちありがとうございます

坂本剛⼆自由⺠主党福島県第5選挙区⽀部⻑が三春の⾥事務所を訪れ、激励とともに物資の⽀
援をいただきました。(写真左)

絵本作家でもありタレントとして活躍中の、葛尾村親善大使ブラザー・トムさんの紹介で、⼭
本知⼦(株)ART EHON代表取締役より卓上カレンダーが寄贈されました。このカレンダーは⼭本
さんが呼びかけ、25カ国から136点ものイラストとメッセージが寄せられたものの中から12点を
選んで制作されたもので、購⼊した⽅は被災地の⽀援に、被災地では⾒ていただくことで、震災
復興の精神的な⼀助になればという願いがこもっています。(写真中)

村での健康講座などでお世話になっている、松本寿永のざわ内科クリニック副院⻑が三春の⾥
事務所を訪れ、村⻑に義援⾦を⼿渡しました。(写真右)

会津の柳津町からは、避難所となった銀⼭荘の管理をしていただいていた⽮部良⼀町⺠課⻑と
鈴⽊ 社会福祉協議会事務局次⻑がトラックで三春町を訪れ、たくさんの⽑布などをいただきま
した。これで冬の寒さもしのげそうです。また、全国から葛尾村への義援⾦も多数頂いておりま
す。⼼のこもった⽀援、本当にありがとうございます。

イルミネーションを楽しんでください

12⽉7⽇、NPO法⼈福島に希望の種をまく会が、三春町⾙
⼭のオープンガーデン「⻘い風⾞」に、葛尾村や富岡町か
らの避難者を招待しました。

当⽇は⼊場料を無料にして頂き、さらに近所の⽅々によ
るあたたかい豚汁の提供などがあり、来場者は広大な敷地
に⾊とりどりに飾られたイルミネーションを楽しみました。

橋本善⼀郎代表は、「避難は⾟いことが多いと思いますが、
ここ三春町で⼀つでも多くの楽しい思い出を作って頂き、
⼀⽇も早くふるさとに帰られる事を願っています。」と話し
ていました。みなさんもぜひ⼀度訪れてみてください。



春が待ち遠しいですね

12⽉6⽇、鈴⽊弘⼀さん(岩角)と大友美代⼦さん(落
合)が⾙⼭事務所の花壇にチューリップの球根を植えま
した。

植えていただいた400個あまりの球根が、厳しい避難
⽣活に耐えている私たちのように冬の寒さに耐え、春
にきれいな花を咲かせるのが待ち遠しいですね。

畑の後⽚付けを⾏いました

⾙⼭仮設団地などで⽣活する有志で作る「いって
みっぺ・ファーム」では、12⽉11⽇に⾙⼭仮設住
宅そばの農地で、今年最後の共同作業を⾏いました。

当⽇は、時折しぐれ模様となるあいにくの天候で
したが、14名の会員が参加し、ナスや大根などの
たくさんの野菜を作った畑と、暑さや風よけのため
に設置されていたビニールハウス内の後⽚付けを⾏
いました。

作業終了後、⾙⼭集会所で会員交流会を開催し、
今年の野菜の出来や来年作付けする野菜の話題で和

やかに過ごしました。
畑にはすでに、タマネギ、サヤエンドウ、ソラマメ、ホウレンソウが栽培されており、春が来

るのを今から楽しみにしているとのことです。

しめ縄で新年を

12⽉12⽇葛尾村年⾦友の会は、新年を迎えるた
めのしめ縄を作り終えました。

今年は葛尾村のわらが採れなかったため、毎年
恒例のしめ縄づくりも諦めかけていましたが、福
島大学⼩規模自治体研究所「かーちゃんの⼒・プ
ロジェクト」の協⼒を得て、⻑野県からわらを分
けていただき、作ることが出来ました。

岩間政⾦会⻑は「かーちゃんの⼒・プロジェク
トの五⼗嵐さんのおかげで作ることが出来た。全
部の世帯に配ることは出来ないが、それぞれの集
会所にしめ縄を飾ってもらい、良い新年を迎えて欲しい。来年は葛尾のわらでいつもどおりしめ
縄を作りたい」と、ふるさと葛尾への思いを話していました。

友の会が作ったしめ縄は12⽉18⽇(⽇)に⾙⼭団地で開催される「結もち・プロジェクト」のイ
ベントで先着100名の⽅に進呈される予定です。当⽇は、ふるまい餅や結もちの販売、正⽉餅の
注⽂やかーちゃんの農産加⼯品販売、また、福島大学の⼩⼭教授による講演会「チェルノブイリ
とフクシマ 葛尾村の再⽣に向けて 」など盛りだくさんですので、皆さんぜひお越しください。
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仮設住宅団地の放射線量 災害対策本部

簡易測定器により測定 平成23年12⽉9⽇ 8:41 11:05

測定⾼さ・線量(単位:ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時)団 地 名 地上１㎝ 地上１ｍ
⾙ ⼭ 団 地 かいやま 0.11 0.11
旧中郷⼩学校団地 なかさと 0.14 0.15
狐 ⽥ 団 地 きつねだ 0.19 0.19
中妻分館前団地 なかつま 0.24 0.24
過 足 団 地 よぎあし 0.25 0.25
斉 藤 里 内 団 地 さとうち 0.10 0.12
⻫藤場上⽥団地 ばじょうでん 0.28 0.29
鷹 巣 瀬 ⼭ 団 地 たかのす 0.25 0.24
西 方 浮 貝 団 地 うきがい 0.13 0.13

葛尾村内の放射線量（空間）は次ページをご覧ください。

葛尾村の避難状況について 災害対策本部

平成23年12⽉12⽇現在の葛尾村⺠の避難状況はつぎのとおりです。

仮 設 住 宅 868 ⼈
県 内 避 難 者 借 上 住 宅 491 ⼈

親 類 宅 等 57 ⼈
計 1,416 ⼈

県 外 避 難 者 113 ⼈
計 1,529 ⼈
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風越
12/1  11:37  1.3μsv/h
12/8  11:18  1.3μsv/h

中平
12/1  11:30  1.4μsv/h
12/8  11:10  1.4μsv/h

東平
12/1  11:25  1.4μsv/h
12/8  11:04  1.4μsv/h

※1(毎日計測)
境ノ岫
12/4   13:12  1.6μsv/h
12/11  12:21  1.5μsv/h 

湯殿
12/2  12:40  0.9μsv/h
12/9  12:37  0.9μsv/h 仲ノ内

12/2  12:34  1.5μsv/h
12/9  12:30  1.5μsv/h

※1(毎日計測)
役場
12/4   12:17  0.9μsv/h
12/11  12:10  0.9μsv/h

大放
12/3  13:48  1.6μsv/h
12/10 13:35  1.6μsv/h

大笹
12/3  13:30  1.2μsv/h
12/10 13:17  1.1μsv/h

広谷地
12/2   12:03  6.7μsv/h
12/9   12:14  6.7μsv/h

阿掛線入口
12/2   12:16  8.0μsv/h
12/9   11:48  9.0μsv/h

岩角
12/3   12:24  2.0μsv/h
12/10  12:41  2.1μsv/h

野行
12/3   12:13  13.2μsv/h
12/10  12:26  13.3μsv/h

※1(毎日計測)
文部科学省のホームページ参照
http://radioactivity.mext.go.jp/ja/monitoring_around_FukushimaNPP_monitoring_out_of_20km/

※2(毎時計測)
文部科学省のホームページ参照
http://www.r-monitor.jp/

※役場(落合)の事故前の平常値は、
  0.04～0.06μsv/hです。
※年間1msvは約0.11μsv/hです。
  (24時間浴び続けた場合)

平成23年放射線モニタリング測定値(葛尾村) No.19

※2(毎時計測)
柏原
12/4   12:00  6.4μsv/h
12/11  12:00  6.4μsv/h
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各 種 問 い 合 わ せ 先

○葛尾村三春出張所

⾙⼭事務所（⾙⼭多目的運動公園管理棟）
［住⺠⽣活課(災害対策本部)・地域振興課・税務財政係・出納室・農業委員会］
〒963-7719 福島県⽥村郡三春町大字⾙⼭字井堀⽥287-1

TEL 0247-61-2850（代表） FAX 0247-62-0282

三春の⾥事務所（さくら湖自然観察ステーション）
［復興本部・総務課(税務財政係を除く)・議会事務局・教育委員会・公⺠館］
〒963-7722 福島県⽥村郡三春町大字⻄⽅字⽯畑270-1

TEL 0247-61-2860（代表） FAX 0247-62-3966

公式ホームページ http://www.katsurao.org/
メールマガジン登録 http://katsurao.inf-gov02.jp/regist.html
広報担当電⼦メール hp@vill.katsurao.lg.jp

葛尾村ホームページ 葛尾村メールマガジン
(携帯用)はこちら→ の登録はこちら →

○葛尾村社会福祉協議会三春事務所
〒963-7713 三春町大字柴原字柴原80-1 （中郷団地そば）

TEL 0247-62-8687 FAX 0247-61-1022

○ふたば農業協同組合 TEL 024-554-3095 FAX 024-554-3097

○東北電⼒コールセンター TEL 0120-175-655（通話料無料）

○ＮＴＴ東⽇本 TEL １１６

○原⼦⼒損害賠償⽀援機構福島事務所 TEL 0120-330-540（通話料無料）

○福島県弁護⼠会 原発事故 被害者救済⽀援センター TEL 024-533-7770

皆さまからのご意⾒・ご質問・記事・写真等をお待ちしております
(メール) hp@vill.katsurao.lg.jp (電話) 0247-61-2850・0247-61-2860
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